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吉田隆彦教授業績一覧

(1982年4月 助教授教養部,94年4月 教授教養部,95年 教授人文学部,2008年3月 停年退

職)

1。 著 書(15編,単 著2編 共 著13編)

① 「第3章 地域を結合 し組織する北陸の地場産業」(『北陸の都市 と農村a古 今書院1980

年6月)〔 共著〕

② 「地下水利用にみ る松本市の空間構造〕(『信州の風土』信濃教育会出版部1986年5月)

〔共著〕

③ 「第2章 第3節 和菓子工業の金沢」(『地方工業地域 の展開』大明堂1986年9月)〔 共

著〕

④rl。 変貌のあらまし,2.変 る産業構造」(『変貌す る信州II』 信濃教育会 出版部

1993年9月)〔 共著〕

⑤ 「第II編 第二章 里の川と流域の開発,松 本の形成発展」(『信濃の青竜 犀川』銀河書

房,1994年11月)〔 共著〕

⑥ 「第一章 流域のあらまし,松 本の利水 と町のおこり一都市 と河川」(『奈良井川』松本

建設事務所 ・銀河書房1995年2月)〔 共著〕

⑦r序 章第一節地域 の概観,第 一章三節楢川村の財政,第 五節楢川村 と広域行政,第 六節

奈良井ダムと村政,第 二章産業 と経済,第 一節村の就業構造 と労働力,第 二節漆器業,

第三節村の農業,第 四節村の林業,第 五節村の商業9第 六節村の観光業」(r伝 統 と谷を

生かして 木曾 ・楢川村誌五 現代編』信毎書籍印嗣1996年12月)〔 共著〕

⑧rll.現 代の産業 ・地域 産業における土地利用の意義にっいて」(『コンビナー トと現

代産業 ・地域』お茶の水書房1997年5月165-184頁)〔 共著〕

⑨ 「第一編 土地改良の歴史 第四章第2節 土地改良事業の大規模化 と稲作」(長 野県土地

改良史 第一巻 歴史編 信毎書籍印刷,1999年3月386-422頁)〔 共著〕

⑩ 監修 『地図にみ る長野県の風土 改定版』(信 濃教育会出版部1999年5月)〔 共著〕

⑪rW。 地域開発 と水利権」(『治水 とダム』 川辺書林2001年7月)〔 共著〕

⑫ 「地理学か らみた信州の観光事業の発展 と土地利用の変遷にともな う環境問題 について

(英文)」(『山 ・雪 ・地形』信濃教育会出版部2002年6月)〔 共著〕

⑬ 「松本 ・筑摩 山地12松 本 の湧水 と町作 り」(『長野県の自然 とくらし』信濃毎 日新聞

社)2002年10月 〔共著〕

⑭ 『SOMEGEOGRAPHIYCALDESCRIPTIONONSHINSHUlstEDITION(英 語

でつづる信州の地理 ・初版)』(信 濃教育会 出版部 四章構成113頁)2005年10月 初

版 〔単著〕

⑮ 『SOMEGEOGRAPHIYCALDESCRIPTIONONSHINSHU4thEDITION(英 語
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で つ づ る信 州 の地 理 ・増 補 改 訂 第4版d(信 濃 教 育 会 出版 部,六 章 構 成166頁)2007年10

月 〔単 著 〕

2。 主 要 論 文(26編)

!)「 我 が 国 に お け る機 械 部 品 工 業 の 立 地 につ い て 軸 受 工 業 の場 合 」(『経 済 地 理 学 年 報17

-2』pp .17-41!971年12月)〔 単 著 〕

2)「 軸 受 の 流 通 と卸 売 機 能 の 地 域 的 配 置 に つ い て」(『経 済 地 理 学 年 報20-2』pp .61-70

1974年6月)〔 単 著 〕

3)「 環 境 破 壊 に 関 す る地 理 学 研 究 の課 題 と展 望 に つ い て の 試 論 」(『経 済 地 理 学 年 報24-2』

pp.11-221978年5月)〔 単 著 〕

4)「 奥 越 の機i業 の 町 勝 山 ・大 野 」(『地 理28-1』pp.108---81983年1月)〔 単 著 〕

5)「 金 沢 の 機 械 工 業 の空 間 的 構 成 とそ の 変 遷 に つ い て」(『地 理 学 評 論57-12』pp.761-780

1984年12月)〔 単 著 〕

6)「 木 曾 の 国 有 林 と住 民 」(『年報 長 野 県 地 理9』pp.3-171991年1月)〔 単 著 〕

7)「 松 本 市 の 工 業 の,近 年 の状 況 と課 題 」(『松 本 市 史 研 究3』pp,73-821993年3月)

〔単 著 〕

8)「 山 間 の 小 自治 体 にみ る公 共 事 業 の戦 後 史 木 曾 郡 櫓 川 村 の,飲 料 水 供 給 事 業 の 変 遷 そ

のO」(『 信 濃45-10』pp.15-281993年10月)〔 単 著 〕

9)「 山 間 の 小 自治 体 に み る公 共 事 業 の戦 後 史 木 曽郡 楢 川 村 の,飲 料 水 供 給 事 業 の 変 遷 そ

の 口 」(『信 濃45-12』pp.53-661993年12月)〔 単 著 〕

10)「 河 川 ・土 地 利 用 と松 本 市 の 変 遷 」(『松 本 市 史 研 究5』pp.90-1061996年3月)〔 単

著 〕

11)「 木 曽 郡 楢 川 村 の 奈 良 井 ダ ム に 関 す る 考 奈(→」(『信 濃48-8』pp.20-381996年8月)

〔単 著 〕

12)「 木 曽 郡 檎 川 村 の奈 良 井 ダ ム に 関 す る考 察 口 」(『信 濃48-10』pp.35-451996年10月)

〔単 著 〕

13)「 白馬 村 … 五 輪 会 場 と環境 問 題 」(『地 理43-2』pp.56-611998年2月)〔 単 著 〕

14)「 松 本 市 南 部,寿 地 区 の 大 規 模 住 宅 団 地 開 発 と 農 業 の 変 化 」(『信 濃50-5』pp .14-30

1998年5月)〔 単 著 〕

15)"AnAttemptoffindingWaytodealwithandtorecoverdecliningprimaryIndustry

withdepopulationProblemsmakinguseofthetraditionalculturalHeritages ,incase

ofthesmallmountainVillageNakajou-mura,Nagano-ken",(『 人 文 科 学 論 集No.

33〈 人 間情 報 学 科 編 〉 信 大 人 文 学 部 』pp.107-1261999年3月)〔 単 著 〕

16)「 西 蔵 紀 行,土 地 的 背 景 の考 察 」(『年 報 長 野 県 地 理No.18』pp.H31999年8月)〔 単

著 〕

17)「 生 活 用 水 確 保 を め ぐる生 活 環 境 の 変 遷 」(『地 方 史 研 究50-4app .51I582000年5月)

〔単 著 〕

18)"WaterResourceDevelopment,WaterRightDisputesandlegalandpoliticalBattles

betweenNaganoandNiigataadministrativeDistrictamongNojiriLakewater",
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(『信 州 大 学 環 境 科 学 年 報Vol.23』pp.119-1332001年3月)〔 単 著 〕

19)"AregionalGeographyoftheChilcuhokuRegion,itsnaturalEnvironmentand

People'sLife",(『 人 文 科 学 論 集No.36〈 人 間 情 報 学 科 編 〉 信 大 人 文 学 部dpp.55-73

2002年3月)〔 単 著 〕

20)「 地 価 分 布 か らみ た 二 十 一 世 紀 初 頭 の 松 本 市 の 姿 」(『松 本 市 史 研 究(松 本 市 文 書 館 紀

要)』 第14号pp.52-622004年3月)松 本 市 〔単 著 〕

21)"SomeDataExaminationonthecoolSummerWeatherYearofthe2003and

makingclearitsregionaldiversitiesbytracingthedailyTemperatureTransition

andbymeasuringDeviationfromthenormalSummeronthehomegweather

stations",(『 人 文 科 学 論 集No.38〈 人 間情 報 学 科 編 〉 信 大 人 文 学 部 』pp.173-1902004

年3月)〔 単 著 〕

22)「03年 の 冷 夏 と教 材 研 究 」(『年 報 長 野 県地 理 』No.2322-31頁2004年8月)〔 単 著 〕

23)「 高 冷 地 を め ぐる諸 問 題,土 地 利 用 の戦 後 史 」(『信 濃 』58-4,pp.1-22頁,2006年4月)

〔単 著 〕

24)"LandUseConversionandLandscapeTransitionwiththeDevelopmentofTourism

andsomeenvironmentalProblemsinShinshuDistict,aninlandAreaofcentral

Japan",(『 人 文 科 学 論 集No.40〈 人 間 情 報 学 科 編 〉 信 大人 文 学 部 』pp.73-972006年3

月 〔単 著 〕

25)「 山 の あ なた 一 信 濃 の交 通 を 地 理 的 に考 え る」(『地 理 ・地 誌 研 究 特 集 号(古 今 書 院)』

52-2pp.26-322007年2月)〔 単 著 〕

26)"JAPANALPS,itsphysicalProfilesandtheBeginningsofPeople'sMountaineer-

ingsundertheoutwardLooksofWorship",(『 人 文 科 学 論 集No.41<人 間情 報 学 科

編 〉 信 大 人 文 学 部 』pp.171-1832007年3月)〔 単 著 〕

3。 そ の 他 の 論 文20編

1.r金 沢 市 と機 械 工 業 につ い て」(『 日本 海 学 会 誌6』pp.53-811983年1月)〔 単 著 〕

2。 「福 井 県 大 野 市 に お け る地 下 水 問 題 」(『教 養 部 紀 要No.17,信 大 教 養 部 』pp.1-29

1983年2月)〔 単 著 〕

3。 「長 野 県 中央 部 の 三 地 域 に お け る工 業 の 空 間 構 造 に関 す る分 析 」(『教 養 部 紀 要No.19,

信 大 教 養 部 』pp.61-891985年2月)〔 単 著 〕

4。 「安 曇 野 の飲 み 水 を考 え る(1)」(『信 州 大 学 昭 和58年 度 特 定 研 究 報 告 書 』pp.6-231985

年3月)〔 単 著 〕

5。 「安 曇 野 の飲 み 水 を考 え る(2)」(『信 州 大 学 昭 和59年 度 特 定 研 究 報 告 書 』pp.24-311986

年3月)〔 単 著 〕

6。 「米 国 ユ タ州 ソル トレイ ク市 にお け る住 宅 地 を め ぐる土 地 利 用 規 制 と都 市 計 画 の あ り方

に つ い て 」(『信 州 大 学 環 境 科 学 論 集No.10』pp.49-541988年2月)〔 単 著 〕

7。 「ア メ リカ合 衆 国 内陸 乾 燥 地 ソル トレ イ ク地 方 の都 市 用 水 の 供 給 事 情 に つ い て」(『教 養

部 紀 要No.22信 大 教 養 部 』pp.75-941988年3月)〔 単 著 〕

8。 「ア メ リカ合 衆 国 ソル トレイ ク地 方 に お け る住 宅 地 域 の拡 大 の都 市 用 水 供 給 事 業 に お よ
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ぽ す 影 響 に つ い て の 一 考 察 」(『教 養 部 紀 要No.23信 大 教 養 部 』pp.85-1031989年3

月)〔 単 著 〕

9。 「市 街 地 を対 象 と した,等 地 価 線 図 の作 成 に よる,長 野 市 防 災 基 本 図 の 活 用 方 法 の 一 事

例 」(『信 州 大 学 環 境 科 学 年 報Noll』pp.53-601989年3月)〔 単 著 〕

10。 「等 地 価 線 図 の作 成 に よ る松 本 市 の市 街 地 の空 間構 造 の解 明 と住 宅 地 地 域 に お け る環 境

問 題 へ の 対 応 の 試 み 」(『信 州 大 学 環 境 科 学 年 報No.12』pp.93-1011990年3月)〔 単

著 〕

11。 「資 源 論 ノ ー ト,資 源 開 発 と南 北 問 題 お よ び資 源 の 節 約 と環境 破壊 の防 止 の 相 互 の 関 連

性 に つ い て」(『教 養 部 紀 要No.26信 大 教 養 部 』pp。125-1381992年2月)〔 単 著 〕

12。 「官 行 造 林 事 業 よ りみ た 安 曇 野 周 辺 地 域 の 森林 資 源 の 管 理 に つ い て 」(『信 州 大 学 特 定 研

究 ・安 曇 野 の 自然 と文 化 の相 関 性 に関 す る研 究 報 告No.2』pp.51-601992年3月)〔 単

著 〕

13。 「木 曽郡 楢 川 村 の 戦 後 の林 業 の変 遷 と住 民 一 民 有 林 部 門 を 中 心 に」(『教 養 部 紀 要No.28

信 大 教 養 部 』pp.241-2581994年3月)〔 単 著 〕

14。 「木 曽郡 楢 川 村 の 漆 器 業 に 関 す る産 業 誌 的 覚 え書 き 」(『教 養 部 紀 要No.29信 大 教 養 部 』

pp.77-1181995年2月)〔 単 著 〕

15。 「1990年 農 林 業 セ ン サ ス農 業 集 落 カ ー ド利 用 に よ る松 本 市 農 業 の景 観 描 写 と地 域 区分 の

試 み 」(『人 文 科 学 論 集No.32〈 人 間 情 報 学 科 編 〉 信 大 人 文 学 部 』pp.47-751998年3

月)〔 単 著 〕

16。 「南 部 西 蔵 高 原 の 自然 と住 民 の生 活...1998年8月 の 旅 」(『人 文 科 学 論 集No .34〈 人 間

情 報 学 科 編 〉信 大 人 文 学 部 』99-114頁2000年3月 〔単 著 〕

17."LandUseSystemTransformationwiththedevelopmentofTourismandsome

environmentalProblemsinShinshuDistrict,aninlandareaofcentralJapan",(『 内

陸 文 化 研 究No.1』 信 大 人 文 学 部pp.81-902001年3月)〔 単 著 〕

18。 新 刊 紹 介 「信 州 高 山 村 誌 第 一 巻 自然 偏 」(『信 濃 』56-12,63-72頁)2004年12月 〔単

著 〕

19."OntheurbanLandscapeTransformationandresidentialSectorformationthrough

LandUseCompetitionandlandpriceDistributionintheMatsumotoCityurbanarea ,

NaganoPrefecture,centralinlandJapan",(『 人 文 科 学 論 集No.39〈 人 間 情 報 学 科

編 〉 』 信 大 人 文 学 部pp.161-1742005年3月)〔 単 著 〕

20。 書 籍 自 己 紹 介 「英 語 で つ づ る 信 州 の 地 理 」(『地 域 ブ ラ ン ド研 究No.2』pp.183-187

2006年12月 〔単 著 〕

4。 主 要 な 口 頭 発 表 ・巡 検 案 内(口 頭 発 表 に 相 当)

1。 巡 検 案 内 「日本 地 理 学 会1978年 秋 季 新 潟 大 会 中 越 班 コ ー ス」,1978年10月

2.研 究 発 表 「金 沢 市 の繊 維 関 連 工 業 につ い て,日 本 地 理 学 会 ・人 文 地 理 学 会1979年 合 同 京

都 大 会 」1979年10月

3。 巡 検 案 内 「国 際 地 理 学 会1.G.C.第24回 日本 大 会 巡 検 セ ッ シ ョン北 陸 飛 騨 班 案 内」1980年

9月
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4。 研究発表 「アメリカ合衆国内陸乾燥地 ソル トレイク地方の都市用水供給 について,経 済

地理学会中部支部1987年6月 例会」1987年6月

5.研 究発表 「米国ユタ州 ソル トレイク地方の都市発展 と水問題,『 水の地理セ ッション討

議a,日 本地理学会秋季上越大会」1988年10月

6。 巡検案内 「1993年経済地理学会長野 ・松本地域集会,松 本盆地の土地利用変化」1993年

9月

7。 研究発表 「1990年センサス農業集落カー ド利用による松本市農業の地域区分,経 済地理

学会中部支部1997年6月 例会」1997年6月

8。 研究発表 「山岳文化の未来 ・長野県上水内郡中条村の自然 と人々,日 仏共同研究」1998

年1月

9。 研究発表 「98年長野冬季五輪 と中山間地域,英 語,第7回 日仏地理学 シンポジ ウム」

1998年2月

10。研究発表 「中国西蔵高原南部の自然 と人々,長 野県地理学会2月 例会」1999年2月

11。研究発表(講 演)「 ダム問題 と水利権,第47回 全 国地理教育研究大会長野大会」2002年

8月

12。巡検案内 「オ リンピックと脱ダム宣言の現場,浅 川流域をたどる,第47回 全国地理教育

研究大会浅川巡検班」2002年8月

13.巡 検案内 「変貌す る木曾郡楢川,木 曾郡から塩尻市へ,長 野県地理学会05年 大会」2005

年8月

5。 学会 活動

1969年4月 日本地理学会会員

1970年4月 人文地理学会会員

1970年10月 経済地理学会会員 ・78年5月 一83年5月 経済地理学会幹事

1972年4月 福井県地理学会会員

1975年10月 日本海学会会員

1982年8月 長野県地理学会会員 ・83年8月 一98年8月 理事および幹事,98年5月 一〇5年8

月副会長,2005年8月 より会長

1983年4月 長野県高校地理教育研究会会員 ・93年5月 より参与

6。 学 内役職

1994年4月 一95年3月 教養部学生委員長

1997年4月 一99年3月 キャンパス問題調査検討委員会人文学部委員

1999年4月 一2000年3月 人文学部広報委員長

2000年5月 一2001年4月 人文学部入試委員長 ・学内入試委員会委員

2003年4月 一2004年3月 人文学部就職委員会委員長 ・学内就職委員会委員

2004年4月 一2006年3月 人文学部防災委員

2007年4月 一6月 学長選考意向投票実施人文学部委員


